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令和５年度東郷町予防接種健康被害調査委員会 議事録要旨 

     議事概要 

会議の名称 令和５年度東郷町予防接種健康被害調査委員会 

開催日時 令和６年１月３０日（火）14：00～14：40 

開催場所 東郷町役場２階第４会議室 

出席者 

（敬称略） 

7人中 7人出席 

【出席者】 

東名古屋東郷町医師会       三木 健司 

医師               近藤 康宏 

東郷町保健センター管理医     久保 奈津子 

東郷町社会福祉協議会会長     近藤 秀己 

東郷町民生委員児童委員協議会代表 浅井 愛子 

駐在員（兵庫地区）        福嶋 智子 

傍聴者人数 ０人 

会議の公開・非公開 公開 

議題 

 

 

 

１ あいさつ 

２ 委員の紹介 

３ 委員長の選任 

４ 委員長職務代理の選任 

５ 会議録署名委員の任命 

６ 議題 

 ⑴ 令和４年度予防接種事業実績及び令和５年度予防接種 

事業の進捗について 

 ⑵ 令和６年度予防接種事業（予定）について 

７ その他 

 

１ あいさつ 

２ 委員の紹介 

３ 委員長の選任 

  三木委員を委員長とすることが委員全員の賛成のもと決定された。  

４ 委員長職務代理の選任 

  三木委員長より久保委員が委員長の職務代理に選任された。 

５ 会議録署名委員の任命 

  近藤秀己委員と三木委員長に任命された。 

６ 議題 

⑴ 令和４年度予防接種事業実績及び令和５年度予防接種事業の進捗について 

事務局  資料説明。資料１ 

委員長  事務局から説明を頂いた。ご意見・ご質問を伺いたい。 

委員 表１の子宮頸がん予防接種の完了者の割合について、令和４年度
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が令和３年度よりも低くなっているのはどうしてですか。 

事務局 令和３年度の対象者数が他の年に比べて少ないことが影響して

います。令和３年度の対象者数の算出方法について確認します。 

委員 １５歳・１８歳のインフルエンザ助成事業の利用者が少ないが、

この事業は 今後も続けていくのでしょうか。 

事務局 継続する予定です。 

委員 資料１の５ページ⑶の間違い報告について、令和４年度の１４件

はどんな内容ですか。 

事務局 多くが接種間隔の誤りです。国の接種間隔が８か月になったり６

か月になったり３か月になったりと、度々変更になりました。町の

予約システムを使うと３か月経たないと予約ができませんが、町外

での接種の場合、町の予約システムを通さずにできるので、医療機

関で漏れてしまう場合があります。 

 

 ⑵ 令和６年度予防接種事業（予定）について 

事務局 資料説明。資料２ 

委員長  事務局から説明を頂いた。ご意見・ご質問を伺いたい。 

委員 ５種混合接種について、一番早くて令和６年２月生まれのお子さ

んが対象になってくるが、４月から５種混合の接種ができるように

なりますか。 

事務局 ４月から５種混合の接種が開始できるよう検討しており、予定で

は２月生まれのお子さんには個別に予診票を送り、４月以降に生ま

れるお子さんについては出生届の手続きの際に予診票をお渡しす

る対応を想定しています。今の段階では国からの通知がまだ出てい

ないので、予定ということで進めています。 

委員 子宮頸がんの接種率がこれだけ低いので、例年とは違う対応が必

要なのではないでしょうか。 

事務局 令和４年度にキャッチアップの対象者全員に順次、個別通知を送

りました。令和４年度の接種者は伸びていませんが、今年度は新た

に９価ワクチンも導入され、今年度の接種者は増加傾向になってい

ます。 

委員 子宮頸がんの予防接種ができる医療機関が少ないのでは。 

事務局 町内で子宮頸がんの予防接種を実施しているのは９つの医療機

関です。 

委員 町外で接種している人も多いようです。町内に新しい産婦人科が

できるので、そこで接種できるようにしてほしいです。子宮頸がん

予防接種は「怖い、危険」という印象があります。産婦人科の医師

から説明してもらえると、接種しようと思う人が増えるのではない

でしょうか。不安に感じている人が多いので、中学校や高校から説
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明してもらえるとよいと思います。 

委員 １５歳・１８歳のインフルエンザ接種者を増やせるよう町に頑張っ

てもらいたい。周知の方法は？ 

事務局 広報とホームページです。 

委員 制度を知らない人がいます。中学校から周知してもらうとよいの

ではないでしょうか。 

委員 広報とホームページだけだと見ない人がいます。LINE でお知ら

せすれば気づく率が高くなるのでは。 

事務局 LINEでのお知らせを実施するようにしたいと思います。 

委員 ４月以降の新型コロナワクチンの接種は、接種券が配られるので

すか。 

事務局 接種券は配りません。高齢者インフルエンザと同様の方法を予定

しており、医療機関に予診票を置いてもらい、医療機関で予診票を

記載する形を想定しています。 

委員 高齢者肺炎球菌は１年しか接種のチャンスがなくなります。通知

ハガキが届いても自分が対象と認識しない人もいるのではと懸念

しますが、６５歳の年齢での接種率という純粋な数値になるため、

接種状況を見ていき、対策が必要であればお願いしたいです。 

事務局 高齢者肺炎球菌の通知ハガキは、今までは４月に対象者全員に一

斉にハガキを送付していましたが、来年度からは生まれ月毎に対象

者に案内を送付し、案内が届いてから１年間で接種できるという仕

組みを想定しています。 

 

７ その他 

委員長 議題は終了となるが、全体をとおしてご意見・ご質問はないか。

ないようですので、本日の委員会を閉会したいと思います。事務局

は今日の意見を参考に今後の事業運営にあたられるよう期待しま

す。ありがとうございました。 

事務局 委員長議事進行ありがとうございました。これで予防接種健康被

害調査委員会を終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 


